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①反応を確認する　　　　　　　　　　　　　　　①　　　、 

傷病者の耳もとで「大丈夫ですか」と大きな声で呼び掛け、肩 

を軽くたたく。意識があれば傷病者の訴えを聞き、必要な応急　　　　　　　rj 

措置をとる。仕草、返答がなければ「反応なし」と判断する。　　　　　l 

②119番通報　　　　　　　　　　　　　畷 

反応がなければ大きな声で「誰か来て、人が倒れています」② 

額に当て、もう一方の手の人差し指と中指の2本をあご先に当③ 

てて、頭を後ろにのけそらせ、あご先をあげる。　　　　　　　　　　＝ 

④呼吸確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もー 

襲薫蒸需⑤‾圭蟻 
⑥胸骨圧迫（心臓マッサージ）⑥ 絶え間なく」圧迫する。 （D心肺蘇生 

⑥胸骨圧迫（心臓マッサージ）を30回連続で行った後、⑤人⑦　⑥を30回、⑤を2回 

工呼吸を2回行う。この⑥胸骨圧迫と⑤人工呼吸の組み合わせ　　の組み合わせを絶え間 

（30対2のサイクル）を、救急隊が到着して引き継ぐまで絶え間　　なく続ける。 

なく続ける。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③ 

（ 

H21．8．1

鞄 ∴＿．一〇●＿∴∴＿－∴ �‾一一一Ir一 ‾i、－、／ � �室一・ ∴∴「∴ � 
：∴、 �） ．“・ l 

＼l 」÷　　」　∴∴ 

県大会でみごと優勝し、全国大会に出場！

今井修二消防副士長、中村貴大消防士、

竹原勇剛消防士

～
誌
上
で
マ
ス
タ
ー
心
肺
蘇
生
法
～

救
急
の
最
前
線
を
担
う
の
は
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
で
あ
る
、
あ
な
た
で
す

早
期
の
心
肺
蘇
生
法
は
、
心
肺
停
止
へ
の

最
も
有
効
な
処
置
で
す
。
救
急
救
命
士
や
医

師
よ
り
も
い
ち
早
く
処
理
で
き
て
こ
そ
人
命

を
救
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
心
肺
蘇
生
法
を

習
得
す
る
こ
と
は
、
災
害
列
島
に
暮
ら
す
私

た
ち
の
義
務
で
す
。

※
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
（
b
y
 
S
t
a
n
d
①
r
）
と
は
救

急
現
場
に
居
合
わ
せ
た
人
（
発
見
者
、
同
伴

者
な
ど
）
の
こ
と
で
、
救
命
の
た
め
の
心
肺

蘇
生
法
な
ど
の
応
急
手
当
を
適
切
に
行
い
、

救
命
率
を
格
段
に
伸
ば
せ
る
人
員
の
こ
と

です。

普
通
救
命
講
習
会

開
催
日
　
毎
月
第
3
月
曜
日

※
祝
日
な
ど
の
場
合
は
そ
の
翌
日

時
　
間
　
午
後
6
時
～
午
後
9
時

対
象
者
　
市
内
在
住
の
方
ま
た
は
市
内
に
勤

務
あ
る
い
は
通
学
し
て
い
る
中
学
生
以
上
の
方

費
用
・
定
員
　
無
料
　
5
0
名

申
込
・
聞
合
先
　
消
防
防
災
課
　
警
防
担
当

l

l
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消
防
救
助
大
会
で
全
国
大
会
出
場
！

6
月
1
9
日
、
第
粥
固
山
梨
県
消
防
救
助
技

術
大
会
が
峡
北
消
防
本
部
長
坂
消
防
署
訓
練

場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
1
0
消

防
本
部
か
ら
選
ば
れ
た
精
鋭
1
8
0
名
が
出

場
し
、
個
人
、
団
体
の
計
7
種
目
に
救
助
技

術
の
安
全
確
実
性
と
ス
ピ
ー
ド
を
競
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
「
ほ
ふ
く
救
出
」
の
部
に
出

場
し
た
市
消
防
本
部
チ
ー
ム
が
見
事
に
優
勝

し
、
8
月
2
0
日
に
横
浜
市
に
お
い
て
開
催
さ

れ
る
、
第
粥
回
全
国
消
防
救
助
技
術
大
会
に

県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。
市
民
の
皆
様

の
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
「
ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
救
出
」
の
部

に
出
場
し
た
、
当
消
防
本
部
の
チ
ー
ム
は
、

わ
ず
か
1
秒
差
で
準
優
勝
に
、
「
ロ
ー
プ
ブ

リ
ッ
ジ
渡
週
」
の
部
に
つ
い
て
も
、
好
タ
イ

ム
で
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。


